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(57)【要約】
【課題】有機シリコーン系界面活性剤に由来する散布液調製時の起泡を解消し、かつ、少
量の農薬で優れた殺虫活性を示す油性懸濁状有害生物防除剤組成物を提供する。
【解決手段】本発明は、（１）フロニカミド又はその塩と、（２）有機シリコーン系界面
活性剤と、（３）植物油及びそれらのアルキル化油からなる群より選ばれる少なくとも１
種の油性希釈剤とを含有することを特徴とする油性懸濁状有害生物防除剤組成物、並びに
当該有害生物防除剤組成物を有害生物又はそれが生育する場所に施用することからなる、
有害生物を防除する方法を提供することができる。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（１）フロニカミド又はその塩と、（２）有機シリコーン系界面活性剤と、（３）植物
油及びそれらのアルキル化油からなる群より選ばれる少なくとも１種の油性希釈剤とを含
有することを特徴とする油性懸濁状有害生物防除剤組成物。
【請求項２】
　有機シリコーン系界面活性剤が、式（Ｉ）：
【化１】

｛式中、R１は下記一般式（ＩＩ）：
－R２－O－(C２H４O)ｘ－(C３H６O)ｙ－R３    （ＩＩ）
（式中、R２は非置換又は置換の炭素原子数２～６のアルキレン基であり、R３は水酸基又
は非置換若しくは置換の炭素原子数１～６のアルキル基又はアセチル基（－COCH３）であ
り、Ｍｅはメチル基であり、ｘは０～１５の整数であり、ｙは０～１０の整数である）で
表される有機基であり、ｍは０～１０の整数であり、ｎは１～１０の整数である}で表さ
れる化合物である前記請求項１の油性懸濁状有害生物防除剤組成物。
【請求項３】
　油性希釈剤が、オリーブ油、カポック油、ひまし油、パパイヤ油、椿油、ヤシ油、ごま
油、トウモロコシ油、米ぬか油、落花生油、棉実油、大豆油、菜種油、亜麻仁油、きり油
、ひまわり油、紅花油及びそれらのメチル化油からなる群より選ばれる少なくとも１種の
油性希釈剤である前記請求項１の油性懸濁状有害生物防除剤組成物。
【請求項４】
　油性希釈剤が、オリーブ油、トウモロコシ油、大豆油、菜種油及びそれらのメチル化油
からなる群より選ばれる少なくとも１種の油性希釈剤である前記請求項１の油性懸濁状有
害生物防除剤組成物。
【請求項５】
　油性希釈剤が、メチル化大豆油及びメチル化菜種油からなる群より選ばれる少なくとも
１種の油性希釈剤である前記請求項１の油性懸濁状有害生物防除剤組成物。
【請求項６】
　乳化剤をさらに含有する、前記請求項１の油性懸濁状有害生物防除剤組成物。
【請求項７】
　乳化剤が、アルカンスルホン酸塩、α-スルホ脂肪酸塩、ジアルキルスルホコハク酸塩
、アルキルアリールスルホン酸塩、ナフタレンスルホン酸塩とホルマリン縮合物、ポリオ
キシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルアリールエーテル、ポリオ
キシエチレンスチリルフェニルエーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ポリオキ
シエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビトール脂肪酸エステル
、ポリオキシエチレンヒマシ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリグリセリン脂肪
酸エステル及びポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブロック共重合体からなる群よ
り選ばれる少なくとも１種の乳化剤である前記請求項１の油性懸濁状有害生物防除剤組成
物。
【請求項８】
　乳化剤が、ジアルキルスルホコハク酸塩、アルキルアリールスルホン酸塩、ポリオキシ
エチレン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビトール脂肪酸エステル、ポリオキシ
エチレンヒマシ油及びポリオキシエチレン硬化ヒマシ油からなる群より選ばれる少なくと
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も１種の乳化剤である前記請求項１の油性懸濁状有害生物防除剤組成物。
【請求項９】
　乳化剤が、アルキルアリールスルホン酸塩、ポリオキシエチレンソルビトール脂肪酸エ
ステル及びポリオキシエチレンヒマシ油からなる群より選ばれる少なくとも１種の乳化剤
である前記請求項１の油性懸濁状有害生物防除剤組成物。
【請求項１０】
　前記請求項１の油性懸濁状有害生物防除剤組成物の有害生物防除有効量を、有害生物又
はそれらが生育する場所に施用することからなる有害生物を防除する方法。
【請求項１１】
　（１）フロニカミド又はその塩と、（２）有機シリコーン系界面活性剤と、（３）植物
油及びそれらのアルキル化油からなる群より選ばれる少なくとも１種の油性希釈剤とを含
有する油性懸濁状有害生物防除剤組成物を水で希釈する際に生じる泡立ちを前記（３）の
油性希釈剤によって抑制する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機シリコーン系界面活性剤を含有するフロニカミド又はその塩を有効成分
とする油性懸濁状有害生物防除剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、環境負荷軽減の観点から、使用する農薬の量又は種類を低減しつつ確実な有害生
物防除効果を発揮すべく、さまざまな取り組みが行われている。その方法の一つとして、
アジュバントの添加による効果増強がある。
【０００３】
　アジュバントとしては、通常、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオ
キシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレン高級脂肪酸エステル等の非イオン系
界面活性剤や有機シリコーン系界面活性剤が使用されており、特に、有機シリコーン系界
面活性剤は低毒性で、界面活性力が高いという特性から、優れた効果を示す事が知られて
いる。しかし、これら展着剤を添加した農薬の水希釈液（散布液）は表面張力が低下する
ため泡立ち易くなり、使用性の観点から問題がある。そのため、農薬の水性分散液を調製
する際には、泡立ちを防止する目的で消泡剤が添加されるが、有機シリコーン系界面活性
剤は界面活性力が高いため、消泡剤を添加しても泡立ちを完全に抑えることは極めて困難
である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】欧州特許出願公開第２２６３４５５号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１には、特定のピリジン系化合物又はその塩と、シリコーン系界面活性剤、ノ
ニオン系界面活性剤、アニオン系界面活性剤、カチオン系界面活性剤、両性界面活性剤、
動植物油、鉱物油、水溶性高分子、樹脂及びワックスよりなる群から選択された少なくと
も１種の効力増強成分とを含有する有害生物防除剤組成物が開示されている。しかし、効
力増強剤として起泡性の高いシリコーン系化合物を選択した場合、十分な効果の増強が認
められるものの、散布液調製時に多量の泡が発生するため、その抑泡は実用上大きな課題
であり、有害生物防除効果と抑放効果の両方を十分満足する有害生物防除剤組成物が希求
されていた。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　本発明者らは、上記課題を解決すべく種々検討を行った結果、本発明を完成した。
【０００７】
　すなわち本発明は、（１）フロニカミド又はその塩と、（２）有機シリコーン系界面活
性剤と、（３）植物油及びそれらのアルキル化油からなる群より選ばれる少なくとも１種
の油性希釈剤とを含有することを特徴とする油性懸濁状有害生物防除剤組成物、並びに当
該有害生物防除剤組成物を有害生物又はそれが生育する場所に施用することからなる、有
害生物を防除する方法に関する。更に本発明は、（１）フロニカミド又はその塩と、（２
）有機シリコーン系界面活性剤と、（３）植物油及びそれらのアルキル化油からなる群よ
り選ばれる少なくとも１種の油性希釈剤とを含有する油性懸濁状有害生物防除剤組成物を
水で希釈する際に生じる泡立ちを前記（３）の油性希釈剤によって抑制する方法、並びに
（１）フロニカミド又はその塩と、（２）有機シリコーン系界面活性剤と、（３）植物油
及びそれらのアルキル化油からなる群より選ばれる少なくとも１種の油性希釈剤とを含有
する油性懸濁状有害生物防除剤組成物を水で希釈する際に生じる泡立ちを抑制するための
前記（３）の油性希釈剤の使用に関する。
【発明の効果】
【０００８】
　散布液の調製時に泡立ちが発生しにくく、少量の農薬で優れた有害生物防除活性を示す
油性懸濁状有害生物防除剤組成物を提供する。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　有害生物防除活性成分であるフロニカミド(flonicamid)は、Ｎ－シアノメチル－４－（
トリフルオロメチル）ニコチンアミドである。
【００１０】
　有機シリコーン系界面活性剤とは、主に、ポリエーテル基などの有機官能基の導入によ
り親水性が付与されたシリコーンオイルを指す。有機シリコーン系界面活性剤において、
導入する有機基は前述のポリエーテル基以外にも種々のものが知られており、本発明の目
的に適合する限り、それらについても使用することができる。ポリエーテル基が導入され
た有機シリコーン系界面活性剤の例としては、下記構造式（Ｉ）；
【００１１】
【化１】

【００１２】
{式中、R１は下記一般式（ＩＩ）：
－R２－O－(C２H４O)ｘ－(C３H６O)ｙ－R３    （ＩＩ）
（式中、R２は非置換又は置換の炭素原子数２～６のアルキレン基であり、R３は水酸基又
は非置換若しくは置換の炭素原子数１～６のアルキル基又はアセチル基(－COCH３)であり
、Ｍｅはメチル基であり、ｘは０～１５の整数であり、ｙは０～１０の整数である）で表
される有機基であり、ｍは０～１０の整数であり、ｎは１～１０の整数である}で表され
る化合物が挙げられる。
【００１３】
　望ましくは、前記構造式（Ｉ）中、R１は下記一般式（ＩＩＩ）：
－R２－O－(C２H４O)ｘ－R３   　　　　　　 （ＩＩＩ）
（式中、R２はプロピレン基であり、R３は水酸基又はメチル基であり、ｘは０～１５の整
数である）で表される有機基であり、ｍは０～３の整数であり、ｎは１の化合物である。
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【００１４】
　有機シリコーン系界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレンメチルポリシロキ
サン、ポリオキシアルキレンメチルポリシロキサン、トリシロキサンエトキシレート、ポ
リエーテルポリメチルシロキサンコポリマーなどが挙げられる。中でもポリオキシエチレ
ンメチルポリシロキサン、ポリオキシアルキレンメチルポリシロキサン又はトリシロキサ
ンエトキシレートが望ましく、トリシロキサンエトキシレートがさらに望ましいが、本発
明はこれらに限定して解釈されるものではない。
【００１５】
　また、有機シリコーン系界面活性剤の具体例としては、例えば以下のもの（商品名）が
挙げられる。ポリオキシエチレンメチルポリシロキサンとしては、まくぴか（石原産業株
式会社製）などが挙げられる。ポリオキシアルキレンメチルポリシロキサンとしては、Ｋ
Ｆ－６４０（信越化学工業株式会社製）などが挙げられる。トリシロキサンエトキシレー
トとしては、Ｓｉｌｗｅｔ Ｌ-７７、Ｓｉｌｗｅｔ ４０８、Ｓｉｌｗｅｔ ４４０（Mome
ntive performance materials社製）などが挙げられる。ポリエーテルポリメチルシロキ
サンコポリマーとしては、Ｂｒｅａｋ－Ｔｈｒｕ（Evonik Goldschmidt Chemical Corpor
ation社製）、ブレイクスルー（サンケイ化学株式会社製）などが挙げられる。また、市
販されているシリコーン系界面活性剤には、その他の成分をさらに含んでいるものもある
。
【００１６】
　油性希釈剤としては、植物油又はそれらのアルキル化油が挙げられ、中でも植物油のア
ルキル化油がさらに望ましいが、本発明はこれらに限定して解釈されるものではない。
【００１７】
　植物油としては、例えばオリーブ油、カポック油、ひまし油、パパイヤ油、椿油、ヤシ
油、ごま油、トウモロコシ油、米ぬか油、落花生油、棉実油、大豆油、菜種油、亜麻仁油
、きり油、ひまわり油、紅花油が挙げられるが、中でもオリーブ油、トウモロコシ油、大
豆油又はナタネ油が望ましい。
【００１８】
　アルキル化油（アルキル化植物油）としては前述した植物油をメチル化、エチル化した
ものなどが挙げられるが、中でもメチル化したものが望ましい。メチル化植物油の中でも
メチル化大豆油又はメチル化菜種油が望ましく、メチル化菜種油がより望ましい。
【００１９】
　なお、前述した油性希釈剤は、所望により２種以上を適宜混用してもよい。
【００２０】
　本発明の油性懸濁状有害生物防除剤組成物は、製剤調製の際、（１）フロニカミド又は
その塩、（２）有機シリコーン系界面活性剤及び（３）植物油及びそれらのアルキル化油
からなる群より選ばれる少なくとも１種の油性希釈剤を含有し、所望により各種補助剤を
用いることもできる。ここで用いることができる各種補助剤としては、当該技術分野など
で用いられるものであれば、いずれのものでもよいが、例えば、乳化剤、溶剤、沈降防止
剤、消泡剤、凍結防止剤、酸化防止剤、ゲル化剤、分散安定剤、薬害軽減剤、防黴剤、安
定化剤、防腐剤などが挙げられる。これら各種補助剤の具体例としては、例えば以下のも
のなどが挙げられる。尚、製剤調製は、当該技術分野における通常の方法に準じて行うこ
とができる。
【００２１】
　乳化剤としては、当該技術分野などで用いられるものであれば、いずれのものでもよい
が、例えばアルカンスルホン酸塩、α-スルホ脂肪酸塩、ジアルキルスルホコハク酸塩、
アルキルアリールスルホン酸塩、ナフタレンスルホン酸塩とホルマリン縮合物、ポリオキ
シエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルアリールエーテル、ポリオキ
シエチレンスチリルフェニルエーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ポリオキシ
エチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビトール脂肪酸エステル、
ポリオキシエチレンヒマシ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリグリセリン脂肪酸
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エステル、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブロック共重合体などが挙げられ、
望ましくはジアルキルスルホコハク酸塩、アルキルアリールスルホン酸塩、ポリオキシエ
チレン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビトール脂肪酸エステル、ポリオキシエ
チレンヒマシ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油が挙げられ、必要に応じてこれらを混
合して使用してもよい。より望ましくは、アルキルアリールスルホン酸塩、ポリオキシエ
チレンソルビトール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンヒマシ油又はこれらの混合物が
挙げられ、中でもポリオキシエチレンソルビトール脂肪酸エステルがより望ましいが、本
発明はこれらに限定して解釈されるものではない。
【００２２】
　溶剤としては、ノルマルパラフィン、イソパラフィンのような脂肪族炭化水素類、ベン
ゼン、アルキルベンゼン、ナフタレン、アルキルナフタレン、ジフェニル、フェニルキシ
リルエタンのような芳香族炭化水素類、Ｎ－メチルピロリドン、１，３－ジメチル－２－
イミダゾリジノンのような複素環化合物類、アルコール類、エーテル類、ケトン類、エス
テル類などが挙げられ、所望によりこれらの２種以上を適宜混用してもよい。
【００２３】
　沈降防止剤としては、例えばシリカ、有機ベントナイト、ベントナイト、ホワイトカー
ボン、アルミニウムマグネシウムケイ酸などが挙げられ、所望によりこれらの２種以上を
適宜混用してもよい。
【００２４】
　消泡剤としては、例えばイソオクタデカノールのようなアルコール類、メチル化シリコ
ーンなどが挙げられ、所望によりこれらの２種以上を適宜混用してもよい。
【００２５】
　凍結防止剤としては、例えばエチレングリコール、プロピレングリコール、グリセリン
などが挙げられ、所望によりこれらの２種以上を適宜混用してもよい。
【００２６】
　ゲル化剤としては、例えばシリカ、有機アタパルジャイト、クレー、硬化ひまし油、高
級脂肪酸エステル、高級アルコール、ジアルキルスルホコハク酸エステルの塩、安息香酸
の塩、アルキル硫酸塩、ポリアクリル酸ポリマー又はポリアクリル酸コポリマーと水との
混合物、１２－ヒドロキシステアリン酸などが挙げられ、所望によりこれらの２種以上を
適宜混用してもよい。
【００２７】
　本発明においては、所望により、フロニカミド又はその塩以外に、必要に応じて他の農
薬、例えば、殺虫剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、殺土壌害虫剤、殺菌剤、抗ウイルス剤、誘引
剤、除草剤、植物成長調製剤などと、混用、併用することができ、この場合に一層優れた
効果、作用性を示すことがある。例えば、適用害虫の範囲、薬剤処理の時期、有害生物防
除活性などを好ましい方向へ改良できる場合がある。尚、フロニカミド又はその塩と他の
農薬は、各々別々に製剤したものを散布時に混合して使用しても、両者を一緒に製剤した
ものを使用してもよい。本発明には、前記した混合有害生物防除剤組成物、並びにそれを
用いて有害生物を防除する方法も含まれる。
【００２８】
　フロニカミド又はその塩と混用することができる他の農薬としては、例えば下記の化合
物群が挙げられるが、特に記載がない場合であっても、これら化合物に、塩、アルキルエ
ステル、光学異性体のような各種構造異性体などが存在する場合は、当然それらも含まれ
る。
【００２９】
　上記他の農薬中の、殺虫剤、殺ダニ剤、殺線虫剤或いは殺土壌害虫剤の有効成分化合物
、すなわち殺虫性化合物（一般名；一部申請中を含む、又は試験コード）としては、例え
ばプロフェノホス（profenofos）、ジクロルボス（dichlorvos）、フェナミホス（fenami
phos）、フェニトロチオン（fenitrothion）、ＥＰＮ、ダイアジノン（diazinon）、クロ
ルピリホス(chlorpyrifos)、クロルピリホスメチル（chlorpyrifos‐methyl）、アセフェ
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ート（acephate）、プロチオホス（prothiofos）、ホスチアゼート（fosthiazate）、カ
ズサホス（cadusafos）、ジスルホトン（dislufoton）、イソキサチオン（isoxathion）
、イソフェンホス(isofenphos)、エチオン(ethion)、エトリムホス(etrimfos)、キナルホ
ス(quinalphos)、ジメチルビンホス(dimethylvinphos)、ジメトエート(dimethoate)、ス
ルプロホス(sulprofos)、チオメトン(thiometon)、バミドチオン(vamidothion)、ピラク
ロホス(pyraclofos)、ピリダフェンチオン(pyridaphenthion)、ピリミホスメチル(pirimi
phos-methyl)、プロパホス(propaphos)、ホサロン(phosalone)、ホルモチオン(formothio
n)、マラチオン(malathion)、テトラクロルビンホス(tetrachlorvinphos)、クロルフェン
ビンホス(chlorfenvinphos)、シアノホス(cyanophos)、トリクロルホン(trichlorfon)、
メチダチオン(methidathion)、フェントエート(phenthoate)、ＥＳＰ、アジンホスメチル
(azinphos-methyl)、フェンチオン(fenthion)、ヘプテノホス(heptenophos)、メトキシク
ロル（methoxychlor）、パラチオン（parathion）、ホスホカルブ(phosphocarb)、デメト
ン-Ｓ-メチル（demeton-S-methyl）、モノクロトホス（monocrotophos）、メタミドホス
（methamidophos）、イミシアホス（imicyafos）、パラチオン-メチル（parathion-methy
l）、テルブホス（terbufos）、ホスファミドン（phosphamidon）、ホスメット（phosmet
）、ホレート（phorate）、ホキシム(phoxim)、トリアゾホス（triazophos）のような有
機リン酸エステル系化合物；
　カルバリル（carbaryl）、プロポキスル（propoxur）、アルジカルブ（aldicarb）、カ
ルボフラン（carbofuran）、チオジカルブ（thiodicarb）、メソミル（methomyl）、オキ
サミル（oxamyl）、エチオフェンカルブ（ethiofencarb）、ピリミカルブ（pirimicarb）
、フェノブカルブ（fenobucarb）、カルボスルファン（carbosulfan）、ベンフラカルブ
（benfuracarb）、ベンダイオカルブ（bendiocarb）、フラチオカルブ(furathiocarb)、
イソプロカルブ(isoprocarb)、メトルカルブ(metolcarb)、キシリルカルブ(xylylcarb)、
ＸＭＣ、フェノチオカルブ（fenothiocarb）のようなカーバメート系化合物；
　カルタップ（cartap）、チオシクラム（thiocyclam）、ベンスルタップ（bensultap）
、チオスルタップナトリウム（thiosultap-sodium）、チオスルタップジナトリウム（thi
osultap-disodium）、モノスルタップ（monosultap）、ビスルタップ（bisultap）、シュ
ウ酸水素チオシクラム（thiocyclam　hydrogen　oxalate）のようなネライストキシン誘
導体；
　ジコホル（dicofol）、テトラジホン（tetradifon）、エンドスルファン（endosulfan
）、ジエノクロル（dienochlor）、ディルドリン（dieldrin）のような有機塩素系化合物
；
　酸化フェンブタスズ（fenbutatin　oxide）、シヘキサチン（cyhexatin）のような有機
金属系化合物；
　フェンバレレート（fenvalerate）、ペルメトリン（permethrin）、シペルメトリン（c
ypermethrin）、デルタメトリン（deltamethrin）、シハロトリン（cyhalothrin）、テフ
ルトリン（tefluthrin）、エトフェンプロックス（ethofenprox）、フルフェンプロック
ス（flufenprox）、シフルトリン（cyfluthrin）、フェンプロパトリン（fenpropathrin
）、フルシトリネート（flucythrinate）、フルバリネート(fluvalinate)、シクロプロト
リン（cycloprothrin）、ラムダシハロトリン(lambda-cyhalothrin)、ピレスリン（pyret
hrins）、エスフェンバレレート（esfenvalerate）、テトラメスリン（tetramethrin）、
レスメスリン（resmethrin）、プロトリフェンブト(protrifenbute)、ビフェントリン（b
ifenthrin）、ゼータシペルメトリン（zeta-cypermethrin）、アクリナトリン（acrinath
rin）、アルファシペルメトリン（alpha-cypermethrin）、アレスリン（allethrin）、ガ
ンマシハロトリン（gamma-cyhalothrin）、シータシペルメトリン（theta-cypermethrin
）、タウフルバリネート（tau-fluvalinate）、トラロメスリン（tralomethrin）、プロ
フルスリン（profluthrin）、ベータシペルメトリン（beta-cypermethrin）、ベータシフ
ルトリン（beta-cyfluthrin）、メトフルトリン（metofluthrin）、フェノトリン(phenot
hrin)、フルメトリン(flumethrin)、デカメトリン（decamethrin）のようなピレスロイド
系化合物；
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　ジフルベンズロン(diflubenzuron)、クロルフルアズロン(chlorfluazuron)、テフルベ
ンズロン(teflubenzuron)、フルフェノクスロン(flufenoxuron)、トリフルムロン(triflu
muron)、ヘキサフルムロン(hexaflumuron)、ルフェヌロン(lufenuron)、ノバルロン(nova
luron)、ノビフルムロン（noviflumuron）、ビストリフルロン（bistrifluron）、フルア
ズロン（fluazuron）のようなベンゾイルウレア系化合物；
　メトプレン（methoprene）、ピリプロキシフェン（pyriproxyfen）、フェノキシカルブ
（fenoxycarb）、ジオフェノラン（diofenolan）のような幼若ホルモン様化合物；
　ピリダベン（pyridaben）のようなピリダジノン系化合物；
　フェンピロキシメート（fenpyroximate）、フィプロニル（fipronil）、テブフェンピ
ラド（tebufenpyrad）、エチプロール（ethiprole）、トルフェンピラド（tolfenpyrad）
、アセトプロール（acetoprole）、ピラフルプロール（pyrafluprole）、ピリプロール（
pyriprole）のようなピラゾール系化合物；
　イミダクロプリド（imidacloprid）、ニテンピラム（nitenpyram）、アセタミプリド（
acetamiprid）、チアクロプリド（thiacloprid）、チアメトキサム（thiamethoxam）、ク
ロチアニジン（clothianidin）、ニジノテフラン（nidinotefuran）、ジノテフラン（din
otefuran）、ニチアジン(nithiazine)のようなネオニコチノイド系化合物；
　テブフェノジド（tebufenozide）、メトキシフェノジド（methoxyfenozide）、クロマ
フェノジド（chromafenozide）、ハロフェノジド（halofenozide）のようなヒドラジン系
化合物；
　ピリダリル（pyridalyl）のようなピリジン系化合物；
　スピロジクロフェン（spirodiclofen）、スピロメシフェン（spiromesifen）、スピロ
テトラマト（spirotetramat）のような環状ケトエノール系化合物；
　フルアクリピリム（fluacrypyrim）のようなストロビルリン系化合物；
　フルフェネリム（flufenerim）のようなピリジナミン系化合物；
　ジニトロ系化合物、有機硫黄化合物、尿素系化合物、トリアジン系化合物、ヒドラゾン
系化合物、また、その他の化合物として、フロメトキン（flometoquin）、ブプロフェジ
ン（buprofezin）、ヘキシチアゾクス（hexythiazox）、アミトラズ（amitraz）、クロル
ジメホルム（chlordimeform）、シラフルオフェン（silafluofen）、トリアザメイト（tr
iazamate）、ピメトロジン（pymetrozine）、ピリミジフェン（pyrimidifen）、クロルフ
ェナピル（chlorfenapyr）、インドキサカルブ（indoxacarb）、アセキノシル（acequino
cyl）、エトキサゾール（etoxazole）、シロマジン（cyromazine）、１，３－ジクロロプ
ロペン（1，3-dichloropropene）、ジアフェンチウロン（diafenthiuron）、ベンクロチ
アズ（benclothiaz）、ビフェナゼート（bifenazate）、プロパルギット（propargite）
、クロフェンテジン（clofentezine）、メタフルミゾン（metaflumizone）、フルベンジ
アミド（flubendiamide）、シフルメトフェン（cyflumetofen）、クロラントラニリプロ
ール（chlorantraniliprole）、シアントラニリプロール（cyantraniliprole）、シクラ
ニリプロール（cyclaniliprole）、シエノピラフェン（cyenopyrafen）、ピリフルキナゾ
ン（pyrifluquinazon）、フェナザキン（fenazaquin）、アミドフルメット（amidoflumet
）、スルフルアミド（sulfluramid）、ヒドラメチルノン（hydramethylnon）、メタアル
デヒド（metaldehyde）、HGW-86、リアノジン（ryanodine）、ベルブチン（verbutin）、
AKD‐1022、クロロベンゾエート（chlorobenzoate）、チアゾリルシナノニトリル（thiaz
olylcinnanonitrile）、スルホキサフロル（sulfoxaflor）、フルエンスルホン（fluensu
lfone）、トリフルメゾピリム（triflumezopyrim）、アフィドピロペン（afidopyropen）
、フルピラジフロン（flupyradifuron）のような化合物；等が挙げられる。更に、Bacill
us thuringiensis aizawai、Bacillus thuringiensis kurstaki、Bacillus thuringiensi
s israelensis、Bacillus thuringiensis japonensis、Bacillus thuringiensis tenebri
onis、Bacillus thuringiensisが生成する結晶タンパク毒素、昆虫病原ウイルス剤、昆虫
病原糸状菌剤、線虫病原糸状菌剤等のような微生物農薬、アベルメクチン（avermectin）
、エマメクチンベンゾエート（emamectin Benzoate）、ミルベメクチン（milbemectin）
、ミルベマイシン（milbemycin）、スピノサド（spinosad）、イベルメクチン（ivermect
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in）、レピメクチン（lepimectin）、ＤＥ－１７５、アバメクチン（abamectin）、エマ
メクチン（emamectin）、スピネトラム（spinetoram)のような抗生物質及び半合成抗生物
質;アザディラクチン（azadirachtin）、ロテノン（rotenone）のような天然物；ディー
ト（deet）のような忌避剤；等と、混用、併用することもできる。
【００３０】
　上記他の農薬中の、殺菌剤の有効成分化合物、すなわち殺菌性化合物（一般名；一部申
請中を含む、又は日本植物防疫協会試験コード）としては、例えば、メパニピリム（mepa
nipyrim）、ピリメサニル（pyrimethanil）、シプロジニル（cyprodinil）、フェリムゾ
ン（ferimzone）のようなアニリノピリミジン系化合物；
　5-クロロ-7-(4-メチルピペリジン-1-イル)-6-(2,4,6-トリフルオロフェニル)[1,2,4]ト
リアゾロ[1,5-a]ピリミジンのようなトリアゾロピリミジン系化合物；
　フルアジナム（fluazinam）のようなピリジナミン系化合物；
　トリアジメホン（triadimefon）、ビテルタノール（bitertanol）、トリフルミゾール
（triflumizole）、エタコナゾール（etaconazole）、プロピコナゾール（propiconazole
）、ペンコナゾール（penconazole）、フルシラゾール（flusilazole）、マイクロブタニ
ル（myclobutanil）、シプロコナゾール（cyproconazole）、テブコナゾール（tebuconaz
ole）、ヘキサコナゾール（hexaconazole）、ファーコナゾールシス（furconazole‐cis
）、プロクロラズ（prochloraz）、メトコナゾール（metconazole）、エポキシコナゾー
ル（epoxiconazole）、テトラコナゾール（tetraconazole）、オキスポコナゾールフマル
酸塩（oxpoconazole fumarate）、シプコナゾール（sipconazole）、プロチオコナゾール
（prothioconazole）、トリアジメノール（triadimenol）、フルトリアホール（flutriaf
ol）、ジフェノコナゾール（difenoconazole）、フルキンコナゾール（fluquinconazole
）、フェンブコナゾール（fenbuconazole）、ブロムコナゾール（bromuconazole）、ジニ
コナゾール（diniconazole）、トリシクラゾール（tricyclazole）、プロベナゾール（pr
obenazole）、シメコナゾール（simeconazole）、ペフラゾエート（pefurazoate）、イプ
コナゾール（ipconazole）、イミベンコナゾール（imibenconazole）のようなアゾール系
化合物；
　キノメチオネート（quinomethionate）のようなキノキサリン系化合物；
　マンネブ（maneb）、ジネブ（zineb）、マンゼブ（mancozeb）、ポリカーバメート（po
lycarbamate）、メチラム（metiram）、プロピネブ（propineb）、チラム(thiram)のよう
なジチオカーバメート系化合物；
　フサライド（fthalide）、クロロタロニル（chlorothalonil）、キントゼン（quintoze
ne）のような有機塩素系化合物；
　ベノミル（benomyl）、シアゾファミド（cyazofamid）、チオファネートメチル（thiop
hanate‐methyl）、カーベンダジム（carbendazim）、チアベンダゾール(thiabendazole)
、フベリアゾール(fuberiazole)のようなイミダゾール系化合物；
　シモキサニル（cymoxanil）のようなシアノアセトアミド系化合物；
　メタラキシル（metalaxyl）、メタラキシル－Ｍ（metalaxyl-M）、メフェノキサム(mef
enoxam）、オキサジキシル（oxadixyl）、オフレース（ofurace）、ベナラキシル（benal
axyl）、ベナラキシル－M（benalaxyl-M、別名キララキシル(kiralaxyl、chiralaxyl)）
、フララキシル（furalaxyl）、シプロフラム（cyprofuram）、カルボキシン(carboxin)
、オキシカルボキシン(oxycarboxin)、チフルザミド(thifluzamide)、ボスカリド(boscal
id)、ビキサフェン(bixafen)、イソチアニル(isothianil)、チアジニル（tiadinil）、セ
ダキサン(sedaxane)のようなアニリド系化合物；
　ジクロフルアニド（dichlofluanid）のようなスルファミド系化合物；
　水酸化第二銅（cupric　hydroxide）、有機銅（oxine　copper）のような銅系化合物；
　ヒメキサゾール（hymexazol）のようなイソキサゾール系化合物；
　ホセチルアルミニウム（fosetyl‐Al）、トルクロホスメチル（tolclofos‐Methyl）、
Ｓ－ベンジル　Ｏ，Ｏ－ジイソプロピルホスホロチオエート、Ｏ－エチル　Ｓ，Ｓ－ジフ
ェニルホスホロジチオエート、アルミニウムエチルハイドロゲンホスホネート、エジフェ
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ンホス（edifenphos）、イプロベンホス（iprobenfos）のような有機リン系化合物；
　キャプタン（captan）、キャプタホル（captafol）、フォルペット（folpet）のような
フタルイミド系化合物；
　プロシミドン（procymidone）、イプロジオン（iprodione）、ビンクロゾリン（vinclo
zolin）のようなジカルボキシイミド系化合物；
　フルトラニル（flutolanil）、メプロニル（mepronil）のようなベンズアニリド系化合
物；
　ペンチオピラド(penthiopyrad)、3-(ジフロロメチル)-1-メチル-N-[(1RS,4SR,9RS)-1,2
,3,4-テトラヒドロ-9-イソプロピル-1,4-メタノナフタレン-5-イル]ピラゾール-4-カルボ
キサミドと3-(ジフロロメチル)-1-メチル-N-[(1RS,4SR,9SR)-1,2,3,4-テトラヒドロ-9-イ
ソプロピル-1,4-メタノナフタレン-5-イル]ピラゾール-4-カルボキサミドの混合物（イソ
ピラザム（isopyrazam））、シルチオファム（silthiopham）、フェノキサニル（fenoxan
il）、フラメトピル（furametpyr）のようなアミド系化合物；
　フルオピラム(fluopyram)、ゾキサミド（zoxamide）のようなベンズアミド系化合物；
　トリホリン（triforine）のようなピペラジン系化合物；
　ピリフェノックス（pyrifenox）のようなピリジン系化合物；
　フェナリモル（fenarimol）のようなカルビノール系化合物；
　フェンプロピディン（fenpropidin）のようなピペリジン系化合物；
　フェンプロピモルフ（fenpropimorph）、トリデモルフ(tridemorph)のようなモルフォ
リン系化合物；
　フェンチンヒドロキシド（fentin　hydroxide）、フェンチンアセテート（fentin　ace
tate）のような有機スズ系化合物；
　ペンシキュロン（pencycuron）のような尿素系化合物；
　ジメトモルフ（dimethomorph）、フルモルフ（flumorph）のようなシンナミック酸系化
合物；
　ジエトフェンカルブ（diethofencarb）のようなフェニルカーバメート系化合物；
　フルジオキソニル（fludioxonil）、フェンピクロニル（fenpiclonil）のようなシアノ
ピロール系化合物；
　アゾキシストロビン（azoxystrobin）、クレソキシムメチル（kresoxim‐methyl）、メ
トミノストロビン（metominostrobin）、トリフロキシストロビン（trifloxystrobin）、
ピコキシストロビン（picoxystrobin）、オリザストロビン（oryzastrobin）、ジモキシ
ストロビン（dimoxystrobin）、ピラクロストロビン（pyraclostrobin）、フルオキサス
トロビン（fluoxastrobin）のようなストロビルリン系化合物；
　ファモキサドン（famoxadone）のようなオキサゾリジノン系化合物；
　エタボキサム（ethaboxam）のようなチアゾールカルボキサミド系化合物；
　イプロバリカルブ（iprovalicarb）、ベンチアバリカルブ－イソプロピル（benthiaval
icarb-isopropyl）のようなバリンアミド系化合物；
　メチル N-(イソプロポキシカルボニル)-L-バリル-(3RS)-3-(4-クロロフェニル)-β-ア
ラニナート（valiphenalate）のようなアシルアミノアシッド系化合物；
　フェナミドン（fenamidone）のようなイミダゾリノン系化合物；
　フェンヘキサミド（fenhexamid）のようなハイドロキシアニリド系化合物；
　フルスルファミド（flusulfamide）のようなベンゼンスルホンアミド系化合物；
　シフルフェナミド（cyflufenamid）のようなオキシムエーテル系化合物；
　アトラキノン系化合物；
　クロトン酸系化合物；
　バリダマイシン（validamycin）、カスガマイシン（kasugamycin）、ポリオキシン(pol
yoxins)のような抗生物質；
　イミノクタジン（iminoctadine）、ドディン（dodine）のようなグアニジン系化合物；
　6-ターシャリーブチル-8-フルオロ-2,3-ジメチルキノリン-4-イル アセテート（テブフ
ロキン(tebufloquin)）のようなキノリン系化合物；
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　(Z)-2-(2-フルオロ-5-(トリフルオロメチル)フェニルチオ)-2-(3-(2-メトキシフェニル
)チアゾリジン-2-イリデン)アセトニトリル（フルチアニル(flutianil)）のようなチアゾ
リジン系化合物；
　その他の化合物として、ピリベンカルブ（pyribencarb）、イソプロチオラン（isoprot
hiolane）、ピロキロン（pyroquilon）、ジクロメジン（diclomezine）、キノキシフェン
（quinoxyfen）、プロパモカルブ塩酸塩（propamocarb　hydrochloride）クロルピクリン
（chloropicrin）、ダゾメット（dazomet）、メタムナトリウム塩（metam‐sodium）、ニ
コビフェン（nicobifen）、メトラフェノン（metrafenone）、UBF-307、ジクロシメット
（diclocymet）、プロキンアジド（proquinazid）、アミスルブロム（amisulbrom；別名
アミブロドール（amibromdole））、3-(2,3,4-トリメトキシ-6-メチルベンゾイル)-5-ク
ロロ-2-メトキシ-4-メチルピリジン、4-(2,3,4-トリメトキシ-6-メチルベンゾイル)-2,5-
ジクロロ-3-トリフルオロメチルピリジン、ピリオフェノン（pyriofenone）、イソフェタ
ミド（isofetamid）マンジプロパミド（mandipropamid）、フルオピコリド(fluopicolide
)、カルプロパミド（carpropamid）、メプチルジノキャップ（meptyldinocap）、スピロ
キサミン（spiroxamine）、S-2188（fenpyrazamine）、S-2200、ZF-9646、BCF-051、BCM-
061、BCM-062等が挙げられる。
【００３１】
　本発明における、各成分の配合割合は、配合成分の種類、製剤形態、施用場面などに応
じ、適宜変更する場合があるので一概に規定できないが、例えばフロニカミド又はその塩
は１～５０重量部、望ましくは５～３７．５重量部であり、有機シリコーン系界面活性剤
は０．１～５０重量部、望ましくは１～２７．５重量部であり、植物油は３０～９８．９
重量部、望ましくは３５～９４重量部である。
【００３２】
　また、所望により乳化剤を配合する場合は３～３０重量部、望ましくは５～２０重量部
であり、所望により沈降防止剤を配合する場合は０．１～５重量部、望ましくは０．５～
２．５重量部であり、所望により消泡剤を配合する場合は０．０１～５重量部、望ましく
は０．１～２重量部であり、所望によりフロニカミド以外の１種以上の農薬有効成分を配
合する場合は１～５０重量部、望ましくは５～４０重量部である。
【００３３】
　本発明において、一層優れた抑泡効果が発揮される、有機シリコーン系界面活性剤と油
性希釈剤の配合比率（有機シリコーン系界面活性剤：油性希釈剤）は、通常１：９４～１
：１であり、望ましくは１：８０～１：２である。
【００３４】
　このようにして調製された本発明の油性懸濁状有害生物防除剤組成物は、使用時、水で
希釈した際に、泡立ちを抑制し、安定的な物理化学的性能を発揮する上に、優れた有害生
物防除効果を奏する。
【００３５】
　次に、本発明組成物の望ましい実施形態のいくつかを例示するが、これらは本発明を限
定するものではない。
[１]　（１）フロニカミド又はその塩と、（２）有機シリコーン系界面活性剤と、（３）
植物油及びそれらのアルキル化油からなる群より選ばれる少なくとも１種の油性希釈剤と
を含有することを特徴とする油性懸濁状有害生物防除剤組成物。
[２]　有機シリコーン系界面活性剤が、式（Ｉ）：
【００３６】
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【化２】

【００３７】
{式中、R１は下記一般式（ＩＩ）：
－R２－O－(C２H４O)ｘ－(C３H６O)ｙ－R３    （ＩＩ）
（式中、R２は非置換又は置換の炭素原子数２～６のアルキレン基であり、R３は水酸基又
は非置換若しくは置換の炭素原子数１～６のアルキル基又はアセチル基（－COCH３）であ
り、Ｍｅはメチル基であり、ｘは０～１５の整数であり、ｙは０～１０の整数である）で
表される有機基であり、ｍは０～１０の整数であり、ｎは１～１０の整数である}で表さ
れる化合物である前記[１]の油性懸濁状有害生物防除剤組成物。
【００３８】
[３]　油性希釈剤が、オリーブ油、カポック油、ひまし油、パパイヤ油、椿油、ヤシ油、
ごま油、トウモロコシ油、米ぬか油、落花生油、棉実油、大豆油、菜種油、亜麻仁油、き
り油、ひまわり油、紅花油及びそれらのメチル化油からなる群より選ばれる少なくとも１
種の油性希釈剤である前記[１]又は[２]の油性懸濁状有害生物防除剤組成物。
[４]　油性希釈剤が、オリーブ油、トウモロコシ油、大豆油、菜種油及びそれらのメチル
化油からなる群より選ばれる少なくとも１種の油性希釈剤である前記前記[１]～[３]の油
性懸濁状有害生物防除剤組成物。
[５]　油性希釈剤が、メチル化大豆油及びメチル化菜種油からなる群より選ばれる少なく
とも１種の油性希釈剤である前記[１]～[４]の油性懸濁状有害生物防除剤組成物。
[６]　油性希釈剤が、メチル化菜種油である前記[１]～[５]の油性懸濁状有害生物防除剤
組成物。
【００３９】
[７]　乳化剤をさらに含有する、前記[１]～[６]の油性懸濁状有害生物防除剤組成物。
[８]　乳化剤が、アルカンスルホン酸塩、α-スルホ脂肪酸塩、ジアルキルスルホコハク
酸塩、アルキルアリールスルホン酸塩、ナフタレンスルホン酸塩とホルマリン縮合物、ポ
リオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルアリールエーテル、ポ
リオキシエチレンスチリルフェニルエーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ポリ
オキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビトール脂肪酸エス
テル、ポリオキシエチレンヒマシ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリグリセリン
脂肪酸エステル及びポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブロック共重合体からなる
群より選ばれる少なくとも１種の乳化剤である前記[１]～[７]の油性懸濁状有害生物防除
剤組成物。
[９]　乳化剤が、ジアルキルスルホコハク酸塩、アルキルアリールスルホン酸塩、ポリオ
キシエチレン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビトール脂肪酸エステル、ポリオ
キシエチレンヒマシ油及びポリオキシエチレン硬化ヒマシ油からなる群より選ばれる少な
くとも１種の乳化剤である前記[１]～[８]の油性懸濁状有害生物防除剤組成物。
[10]　乳化剤が、アルキルアリールスルホン酸塩、ポリオキシエチレンソルビトール脂肪
酸エステル及びポリオキシエチレンヒマシ油からなる群より選ばれる少なくとも１種の乳
化剤である前記[１]～[９]の油性懸濁状有害生物防除剤組成物。
【００４０】
[11]　有機シリコーン系界面活性剤と油性希釈剤の配合比率が１：９４～１：１である前
記[１]～[10]の油性懸濁状有害生物防除剤組成物。
[12]　有機シリコーン系界面活性剤と油性希釈剤の配合比率が１：８０～１：２である前
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記[１]～[10]の油性懸濁状有害生物防除剤組成物。
【００４１】
[13]　前記[１]～[12]の油性懸濁状有害生物防除剤組成物の有害生物防除有効量を、有害
生物又はそれらが生育する場所に施用することからなる、有害生物を防除する方法。
[14]　（１）フロニカミド又はその塩と、（２）有機シリコーン系界面活性剤と、（３）
植物油及びそれらのアルキル化油からなる群より選ばれる少なくとも１種の油性希釈剤と
を含有する油性懸濁状有害生物防除剤組成物を水で希釈する際に生じる泡立ちを前記（３
）の油性希釈剤によって抑制する方法。
[15]　油性懸濁状有害生物防除剤組成物が前記[２]～[12]の油性懸濁状有害生物防除剤組
成物である[14]の方法。
[16]　（１）フロニカミド又はその塩と、（２）有機シリコーン系界面活性剤と、（３）
植物油及びそれらのアルキル化油からなる群より選ばれる少なくとも１種の油性希釈剤と
を含有する油性懸濁状有害生物防除剤組成物を水で希釈する際に生じる泡立ちを抑制する
ための前記（３）の油性希釈剤の使用。
[17]　前記[２]～[12]の油性懸濁状有害生物防除剤組成物を水で希釈する際に生じる泡立
ちを抑制するための[16]における油性希釈剤の使用。
【実施例】
【００４２】
　以下に本発明の実施例を記載するが、本発明はこれらに限定されるものではない。
　まず、本発明の製剤例を記載する。
　製剤例１
（ａ）フロニカミド（９７％）…１０.５重量部
（ｂ）ポリオキシエチレンソルビトール脂肪酸エステルを含む混合物（商品名：Ｓｏｒｐ
ｏｌ　４３００；東邦化学（株）製）…１２.０重量部
（ｃ）有機ベントナイト（商品名：Ｎｅｗ　Ｄ　ＯＲＢＥＮ；白石工業（株）製）…１．
０重量部
（ｄ）メチル化菜種油（商品名：Ａｇｎｉｑｕｅ　ＭＥ　１８ＲＤ－Ｆ；ＢＡＳＦ社製）
…５９．８重量部を加えて、攪拌混合した。
混合攪拌した溶液をＤＹＮＯ－ＭＩＬＬにて湿式粉砕を行い、粉砕スラリーを得た。次に
、得られた粉砕スラリーに、
（ｅ）ポリオキシアルキレンメチルポリシロキサン（商品名：ＫＦ－６４０；信越化学工
業株式会社製) …１６.７重量部を加え、油性懸濁状有害生物防除剤組成物を得た。
【００４３】
　製剤例２
（ａ）フロニカミド（９７％）…１０.５重量部
（ｂ）ポリオキシエチレンヒマシ油オレイン酸エステル（商品名：Ａｌｋａｍｕｌｓ Ｖ
Ｏ／２００３；ローディア日華（株）製）…１２.０重量部
（ｃ）合成シリカ（商品名：ＡＥＲＯＳＩＬ Ｒ９７４；日本アエロジル（株）製）…１
．０重量部
（ｄ）メチル化菜種油（商品名：Ａｇｎｉｑｕｅ　ＭＥ　１８ＲＤ－Ｆ；ＢＡＳＦ社製）
…５９．８重量部を加えて、攪拌混合した。
混合攪拌した溶液をＤＹＮＯ－ＭＩＬＬにて湿式粉砕を行い、粉砕スラリーを得た。次に
、得られた粉砕スラリーに、
（ｅ）トリシロキサンエトキシレート（商品名：Ｓｉｌｗｅｔ　Ｌ－７７；モメンティブ
社製) …１６.７重量部を加え、油性懸濁状有害生物防除剤組成物を得た。
【００４４】
　製剤例３
（ａ）フロニカミド（９７％）…１０.５重量部
（ｂ）ポリオキシエチレンヒマシ油オレイン酸エステル（商品名：Ａｌｋａｍｕｌｓ Ｖ
Ｏ／２００３；ローディア日華（株）製）…２０.０重量部
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（ｃ）有機ベントナイト（商品名：Ｎｅｗ　Ｄ　ＯＲＢＥＮ；白石工業（株）製）…１．
０重量部
（ｄ）メチル化菜種油（商品名：Ａｇｎｉｑｕｅ　ＭＥ　１８ＲＤ－Ｆ；ＢＡＳＦ社製）
…５１．８重量部を加えて、攪拌混合した。
混合攪拌した溶液をＤＹＮＯ－ＭＩＬＬにて湿式粉砕を行い、粉砕スラリーを得た。次に
、得られた粉砕スラリーに、
（ｅ）ポリオキシアルキレンメチルポリシロキサン（商品名：ＫＦ－６４０；信越化学工
業株式会社製) …１６.７重量部を加え、油性懸濁状有害生物防除剤組成物を得た。
【００４５】
　製剤例４
（ａ）フロニカミド（９７％）…１０.５重量部
（ｂ）ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油を含む混合物（商品名：Ｓｏｒｐｏｌ　３８１５
Ａ；東邦化学（株）製）…１２.０重量部
（ｃ）有機ベントナイト（商品名：Ｎｅｗ　Ｄ　ＯＲＢＥＮ；白石工業（株）製）…１．
０重量部 
（ｄ）トウモロコシ油（味の素製）…６３．２重量部を加えて、攪拌混合した。
混合攪拌した溶液をＤＹＮＯ－ＭＩＬＬにて湿式粉砕を行い、粉砕スラリーを得た。次に
、得られた粉砕スラリーに、
（ｅ）トリシロキサンエトキシレート（商品名：Ｓｉｌｗｅｔ　Ｌ－７７；モメンティブ
社製) …１３．３重量部を加え、油性懸濁状有害生物防除剤組成物を得た。
【００４６】
　製剤例５
（ａ）フロニカミド（９７％）…１０.５重量部
（ｂ）ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油を含む混合物（商品名：Ｓｏｒｐｏｌ　３８１５
Ａ；東邦化学（株）製）…１２.０重量部
（ｃ）有機ベントナイト（商品名：Ｎｅｗ　Ｄ　ＯＲＢＥＮ；白石工業（株）製）…１．
０重量部
（ｄ）メチル化菜種油（商品名：Ａｇｎｉｑｕｅ　ＭＥ　１８ＲＤ－Ｆ；ＢＡＳＦ社製）
…５９．１重量部を加えて、攪拌混合した。
混合攪拌した溶液をＤＹＮＯ－ＭＩＬＬにて湿式粉砕を行い、粉砕スラリーを得た。次に
、得られた粉砕スラリーに、
（ｅ）トリシロキサンエトキシレート（商品名：Ｓｉｌｗｅｔ　Ｌ－７７；モメンティブ
社製)…１６.７重量部
（ｆ）ポリジメチルシロキサン（商品名：ＳＡＧ１５２９；モメンティブ社製）…０．７
重量部を加え、油性懸濁状有害生物防除剤組成物を得た。
【００４７】
　比較例１
（ａ）フロニカミド（９７％）…１０.５重量部及び（ｂ）ポリオキシアルキレンメチル
ポリシロキサン(商品名：ＫＦ－６４０；信越化学工業株式会社製)…１６.７重量部を、
（ｃ）Ｎ,Ｎ―ジメチルアセトアミド７２．８重量部に溶解し、１０％液剤を得た。
【００４８】
　次に、本発明の試験例を記載する。
試験例１（起泡性試験１）
　２５０ｍＬの有栓メスシリンダーにＣＩＰＡＣ標準水Ｄを２００ｍＬ入れ、有機シリコ
ーン系界面活性剤を含有する製剤である前記製剤例１で得た油性懸濁状有害生物防除剤組
成物及び比較例１で得た液剤を、それぞれ０．４ｇ（５００倍希釈相当量）及び１．０ｇ
（２００倍希釈相当量）加えて栓をし、３０回倒立し、１分間及び３分間静置後、泡の体
積を測定した。ここで「倒立」とは、有栓メスシリンダーを１８０°回転し、次いで元の
状態に戻す操作を約２秒間で行うことを意味する。結果を第１表に示す。
【００４９】
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【００５０】
試験例２（生物効果試験）
　直径１５ｃｍポット植え５～７葉のダイコンに寄生したモモアカアブラムシの無翅成虫
及び幼虫数を予め調査した。このダイコンに前記製剤例１で得た油性懸濁状有害生物防除
剤組成物を有効成分濃度６０ｐｐｍに水で希釈し、５００リットル／ｈａ相当の水量で茎
葉散布処理後直ちに屋外人工気象室（１０℃）に静置した。散布５、１０、１４日後に上
記と同様にモモアカアブラムシ寄生数を調査し、その結果から下記の式により防除率（％
）を算出した。結果を第２表に示す。
【００５１】
　防除率（％）＝（１－（Ｔａｎ×Ｃｂ）／（Ｔｂ×Ｃａｎ））×１００
　　　　Ｃｂ=無処理区の散布前のアブラムシ寄生数
　　　　Ｔｂ=処理区の散布前のアブラムシ寄生数
　　　　Ｃａｎ＝無処理区の散布ｎ日後のアブラムシ寄生数
　　　　Ｔａｎ=処理区の散布ｎ日後のアブラムシ寄生数
【００５２】
【表２】

【００５３】
　試験例１及び試験例２の結果からも明らかなとおり、本発明の油性懸濁状有害生物防除
剤組成物は、有機シリコーン系界面活性剤を添加したことによる散布液調製時の泡立ちを
顕著に抑制し、安定的な物理化学的性能を発揮する上、優れた有害生物防除効果を奏する
ため、農薬の使用量低減も実現可能な油性懸濁状有害生物防除剤組成物である。
【００５４】
試験例３（起泡性試験２）
　下記第３表に示した各組成からなる本発明の油性懸濁状有害生物防除剤組成物について
、起泡性試験を行った。試験は５００倍希釈で行い、試験例１と同様の方法で行った。結
果を第３表に示す。
【００５５】
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【表３】
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